
 
 

銀行名 鳥取銀行 

タイトル Ｍ＆Ａの仲介による事業承継支援及び新分野進出支援 

取組み内容 

 

【動機（経緯）】 

・当行取引先である税理士事務所から、代表者の交代に伴って、事業継続に悩む顧

問先の相談を受けた。 

・税理士事務所の顧問先Ａ社は、地元の足として長年タクシー業を営んできたが、

代表者が亡くなったため、その配偶者が事業を引き継いだものの、経営経験が乏

しく、廃業も選択肢の一つに考えていた。 

 

【取組み内容】 

・Ａ社の事業承継の課題を解決するため、タクシー業への進出や事業拡大を希望す

る企業等の情報を行内で調査。その結果、当行取引先であるＢ社（運送業）が、

現在の事業と相乗効果があり、免許等の新規取得が困難なタクシー業に進出した

いというニーズを把握した。 

・当行は、Ａ社及びＢ社とＭ＆Ａに関する契約を締結した後、条件面の交渉を経て、

Ｍ＆Ａを仲介。その結果、Ａ社とＢ社は株式譲渡に関する契約を締結するに至っ

た。 

 

【成果（効果）】 

・Ａ社の課題とＢ社のニーズを把握、マッチングすることによって、以下のとおり、

Ｍ＆Ａ仲介による事業承継支援及び新分野進出支援につなげることができた。 

① 事業（タクシー業）の継続 
② Ａ社の従業員の雇用維持 
③ Ａ社の代表者の円滑な退職 
④ Ｂ社の新分野進出、事業拡大 
 

 



 
 

銀行名 鳥取銀行 

タイトル 格付開示によるコンサルティング機能の発揮と関係強化 

取組み内容 

 

【動機（経緯）】 

・携帯電話販売業を営むＡ社は、地域内で一定の市場を確保していたが、親会

社から借入や仕入先へのマージン（手数料）支払が収益を圧迫していた。 

・当行では、平成 25 年 12 月より、コンサルティング機能の発揮とお取引先企

業との関係強化を目指して、当行が統一的な尺度で評価した格付をお取引先

に対して開示する「格付開示サービス」を開始。 

・「格付開示サービス」は、格付の開示のみならず、特徴的な財務指標をピック

アップして解説させていただくことで、財務内容の改善や課題解決に役立て

てもらうことを目指している。 

・「格付開示サービス」の開始と同時に、取組時より格付が改善した場合に金利

を引き下げする融資商品「ビジネスパートナーズローン」の取扱いを開始し

た。 

 

【取組み内容】 

・当行は、Ａ社に対して「格付開示サービス」に基づいて格付を開示するとと

もに、財務内容についてより踏み込んで協議した。その結果、経営課題とし

て、財務内容の改善に継続して取組んでいくこととなった。 

・同時に「ビジネスパートナーズローン」を取組み、複数の借入を一本化し、

資金繰りを緩和した。さらに、収益圧迫の要因となっていた支払マージンを

削減するため、当面の在庫手当資金として「ビジネスパートナーズローン」

による追加融資を取組んだ。 

 

【成果（効果）】 

・融資取組みの結果、Ａ社の資金繰りは緩和されるとともに、同社の収益性も

改善し、債務者区分も上方遷移した。 

・格付として、当行の評価を伝えるだけではなく、その背景となる財務内容や

経営課題を共有することにより、強固な信頼関係を構築することができた。 

 
 



 
 

銀行名 鳥取銀行 

タイトル 山陰海岸ジオパークフェア開催による観光振興と販路拡大支援 

取組み内容 

 

【動機（経緯）】 

・山陰海岸の世界ジオパークの再認定及びエリアの拡大を契機に、当行は但馬

銀行とともに山陰海岸ジオパークの認知度を向上させることを目的として、

地域活性化イベントを企画・検討した。 

 

【取組み内容】 

・27 年 10 月、当行と但馬銀行の共催で「山陰海岸ジオパークフェア」を開催。

両行の主要営業エリアである山陰海岸を基点とした観光及び産業振興や地域

活性化を図るべく、観光振興に関する講演会と食品商談会を開催。 

・観光振興に関する講演会では、地域経済活性化支援機構（REVIC）等から講師

を招き、自治体職員や観光事業者等が参加。講演では、地域間連携により、

滞在価値を向上させることで、観光振興や地域への経済波及の効果が高まる

ため、観光地の「魅力」と「滞在」の両方を意識したビジネスを創り上げる

ことが促された。 

・食品商談会は、地域の食品関連企業や 6 次産業化に取組むアグリ事業者の販

路拡大支援を目的に開催。県外のスーパーマーケットや百貨店など食品関連

バイヤー6 社を招聘。両行お取引先から 34 社が参加し、個別面談方式で 83

件の商談が行われた。 

 

【成果（効果）】 

・観光振興に関する講演会では、広域連携と滞在型観光の重要性等を自治体職

員等にお伝えし、観光振興や地方版総合戦略に基づく施策の実現に貢献する

ことができた。 

・食品商談会では、県外バイヤーを招聘したことにより、お取引先企業の県外

への販路拡大を支援するとともに、山陰の豊かな食材を県外にＰＲした。 

 

 

 

 

 

 

 
【山陰海岸ジオパーク食品商談会】 

 
【ジオパーク講演会】 



 
 

銀行名 鳥取銀行 

タイトル 農業を通じた連携・交流と地域活性化支援 

取組み内容 

 

【動機（経緯）】 

・鳥取県では、高齢化や担い手不足など様々な問題を抱えている農村と、地域活性

化などの社会貢献活動や新事業創出に取り組もうとする企業の連携によって鳥

取県内の農村地域の維持や再生を目指した活動を「とっとり共生の里づくり」と

称し、推進していた。 

・平成 27 年 3 月、当行はその活動や趣旨に賛同し、鳥取県智頭町五月田集落、鳥

取県、智頭町との間で「とっとり共生の里づくり」の活動協定を締結。 

 

【取組み内容】 

・活動期間は、平成 27 年 4 月から 5 年間を目処とし、活動地域は鳥取県智頭町五

月田集落。 

・具体的な活動は、遊休農地を再生し有効活用するため、農地の草刈りや農道・用

水路を整備。また、新たに生産する農産物の検討や苗の植え付け、収穫等を実施。 

 

（平成 27年度活動内容） 

時期 
参加者 

（行員及びその家族） 
活動内容 

平成27年 5月 46名 ブルーベリー・さつまいもの苗木植え付け 

平成27年8月 36名 畑の草刈りと農業水路の清掃作業 

平成27年11月 59名 さつまいもの収穫と玉ねぎ等の植え付け 

 

【今後について】 

・引き続き農業を通じた集落との連携・交流を図るほか、当行のネットワークや外

部機関との連携を通じて、集落で生産された農産物の加工・開発及び販路拡大や

6次産業化を支援していく。 

 

 



 
 

銀行名 鳥取銀行 

タイトル ふるさと納税を促進する定期預金の取扱いと地元特産品の販路拡大支援 

取組み内容 

 

 

【動機（経緯）】 

・ 当行では、県内外の幅広いお客さまとインターネットを通じた預金取引の拡大

を目指し、インターネット上の店舗「とっとり砂丘大山支店」の開設を検討し

ていた。 

・ 全国の銀行がインターネット支店を開設していたなか、当行独自で特色のある

商品・サービスを提供したいと考え、また、地域金融機関として、行政や地元

企業と連携し、地元をＰＲする仕組みを検討していた。 

 

【取組み内容】 

・ 平成 27 年 3 月のインターネット支店の開設と同時に、鳥取県へのふるさと納

税を促進する「故郷とっとり応援定期預金」の取扱いを開始。 

・ 本定期預金は、利息の一部を「ふるさと納税」として、鳥取県に代行納税（寄

附）するとともに、代行納税（寄附）のお礼の品として地元特産品を用意し、

発送するもの。 

 

【成果（効果）】 

・ 本定期預金の対象者は、インターネット上で口座を開設いただいた鳥取県外居

住の個人の方であり、お礼の品として、カニなどの海産物、乳製品、牛肉など

の地元特産品を用い、送付することで、地元の魅力を全国に向けてＰＲした。

また、当行取引先企業の商品等を用い、取引先企業の販路拡大を同時に支援。 

・ 本定期預金の取扱開始によって、鳥取県へのふるさと納税を促進し、財政の安

定化に貢献することなどが認められたことから、鳥取県より「ふるさと納税特

別パートナー企業」の第1号に認定。 

 

（故郷とっとり応援定期預金 取扱実績） 

 

27年度実績 

（平成28年3月末） 

お預入件数 152件 

お預入金額 7.6億円 

納税額※ 1.5百万円 

※定期預金の利息の一部を「ふるさと納税」 

として、鳥取県への代行納付（寄附）した額 

 

 

 

 


